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開催概要

【開催目的】

団塊の世代が75歳以上となる2025 年を目途に、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制である「地域包括ケアシステム」を

市町村や都道府県が中心となって作り上げてきました。しかし、2040年に向けて85歳以上人口が増大し、少子化に

よる生産年齢人口が減少する見込みの中、自治体（官）は住民と協働のもと企業（産）、大学等（学）と連携して地

域の実情に沿った「地域デザイン」を描いていく必要があります。

2025 年を迎え、今後も高齢者が安心して暮らせるよう自治体はどう「地域デザイン」を描くべきなのでしょうか。

今回は、地域包括ケアシステム研究の第一人者である 埼玉県立大学 田中 滋 理事長をはじめ、この分野の第一線で

活躍されている有識者、自治体の実践者に登壇をいただき、自治体の目指すべき姿を考えるセミナーを開催します。

【テーマ】 「共生社会を見すえた地域デザインを考える」

【日 時】 令和７年１月20日（月）13：30～16：30（会場13：00～）

【会 場】 東京証券会館（東京都日本橋茅場町１－５－８）

【対象者】 募集定員200名（先着順、入場無料）集合形式のみ

自治体職員、社会福祉協議会、地域包括支援センター、生活支援コーディネーター、介護事業者

ケアマネジャー、医療機関、民生委員、医療福祉系学生、一般 等

【申込み方法】令和７年1月10日（金）までに、関東信越厚生局ホームページ掲載の申込フォーム

または別添１（チラシ）から申込みください

【プログラム】別添１（チラシ）のとおり

【事務局】 (株)日本能率協会総合研究所

令和６年12月12日

【照会先】

関東信越厚生局 地域包括ケア推進課

課長 齊藤 康博

担当 中島、荒井

（電話） 048(740)0793

令和 6 年度 第２回 地域包括ケア応援セミナー（地域づくり加速化事業ブロック

別研修）を開催します。

関東信越厚生局では、地域包括ケア推進に関する普及啓発活動の一つとして、地域包括ケア応援セミナー（地

域づくり加速化事業ブロック別研修）を開催しています。

今回は、「共生社会を見すえた地域デザインを考える」と題して、自治体職員及び地域包括ケアシステム構

築に関わる皆様を対象にセミナーを開催します。

詳細につきましては、別添１及び別添２をご参照ください。


